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高浜１・２号機の
運転期間延長を支える
運転期間延長認可制度に基づき、40年以降の運転が認められた関西電力高浜発電所１・２号機。
再稼動をめざし、安全性向上対策工事を進めている。
最前線で腕を振るう若き原子炉保修課作業長の取り組みを追った。



配管新設工事の現場

打ち合わせをしている原子炉保修課作業長の石村（右）

基準に基づいたさまざまな検査を行う
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志
願
し
て
保
修
業
務
へ

　

原
子
炉
保
修
課
作
業
長
の
石
村
和
宏
に
話
を

聞
い
た
。

　

地
元
福
井
高
専
で
機
械
工
学
を
学
ん
だ
石
村

は
、
恩
師
の
薦
め
も
あ
っ
て
「
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

に
関
わ
る
仕
事
は
社
会
貢
献
度
が
高
く
、
や
り

甲
斐
が
あ
り
そ
う
」
と
06
年
関
西
電
力
入
社
。

研
修
後
、
高
浜
発
電
所
に
配
属
さ
れ
、
運
転
員

と
し
て
プ
ラ
ン
ト
の
運
転
業
務
に
従
事
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
11
年
の
東
日
本
大
震
災
以
降
、
高

浜
も
運
転
停
止
に
な
る
一
方
で
、
さ
ま
ざ
ま
な

安
全
対
策
工
事
が
始
ま
り
、
運
転
員
も
サ
ポ
ー

ト
に
回
る
機
会
が
増
え
た
。　

　

初
め
は
指
示
さ
れ
る
ま
ま
に
作
業
を
し
て
い

た
が
、
経
験
を
重
ね
る
う
ち
、
工
事
の
起
案
や

管
理
の
仕
事
に
魅
力
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
、

「
安
全
性
を
向
上
さ
せ
る
仕
事
に
直
接
携
わ
り

た
い
」
と
、
自
ら
志
願
し
て
13
年
保
修
課
に
異

動
。
日
常
業
務
と
し
て
原
子
力
発
電
所
内
の
既

存
設
備
の
点
検
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
務
を
担
当

す
る
傍
ら
、
再
稼
動
に
向
け
て
さ
ら
な
る
安
全

性
向
上
を
目
的
と
し
た
設
備
の
新
設
工
事
に
お

い
て
も
、
今
や
作
業
長
と
し
て
現
場
の
管
理
に

あ
た
っ
て
い
る
。

ま
ず
自
分
自
身
が
理
解
す
る

　

石
村
が
現
在
担
当
し
て
い
る
の
は
、
原
子
炉

容
器
に
冷
却
水
を
注
入
す
る
た
め
の
新
た
な
配

管
の
設
置
工
事
だ
。

　

原
子
力
発
電
所
の
安
全
を
守
る
基
本
は
「
止

め
る
」「
冷
や
す
」「
閉
じ
込
め
る
」。
こ
の
う

ち
原
子
炉
を
「
冷
や
す
」
手
段
と
し
て
、
非
常

用
炉
心
冷
却
装
置
を
は
じ
め
、
複
数
の
注
水
設

備
が
既
に
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、「
万
一
こ
れ

ら
が
使
え
な
か
っ
た
場
合
に
も
、
全
く
別
系
統

か
ら
注
水
で
き
れ
ば
原
子
炉
を
冷
却
し
、
事
故

を
収
束
さ
せ
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
の
配
管
工
事

を
行
っ
て
い
ま
す
」

　

工
事
を
進
め
る
上
で
石
村
が
心
が
け
て
い
る

こ
と
は
、
新
規
制
基
準
な
ど
法
令
要
求
の
根
本

的
な
意
味
や
工
事
の
適
合
性
を
、
ま
ず
自
分
自

身
が
理
解
す
る
こ
と
だ
と
い
う
。
係
員
や
協
力

会
社
に
対
す
る
適
切
な
指
示
・
管
理
に
は
、
自

ら
が
納
得
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
り
、
石
村

は
常
に
自
分
自
身
に
問
い
な
が
ら
業
務
を
進
め

て
い
る
。

質
と
ス
ピ
ー
ド
の
両
立
を
め
ざ
す

　

発
電
所
構
内
を
見
渡
す
と
、
１
・
２
号
機
の

格
納
容
器
は
ド
ー
ム
状
の
上
部
遮
蔽
を
設
置
中

で
、
資
機
材
を
積
ん
だ
ト
ラ
ッ
ク
が
次
々
に
行

き
交
う
。
格
納
容
器
内
で
も
複
数
の
工
事
が
同

時
進
行
し
て
お
り
、
調
整
作
業
に
苦
心
し
て
い

る
と
い
う
。

　

例
え
ば
作
業
用
水
が
必
要
だ
と
し
て
も
別
の

石
油
危
機
後
の
74
年
か
ら

約
10
年
で
４
基

　

真
冬
の
寒
さ
が
肌
を
刺
す
２
月
上
旬
、
福
井

県
の
敦
賀
か
ら
舞
鶴
若
狭
自
動
車
道
を
西
進
。

高
速
を
降
り
た
後
は
「
若
狭
富
士
」
の
異
名
を

持
つ
秀
峰
・
青
葉
山
を
左
に
見
な
が
ら
若
狭
湾

沿
い
の
道
を
北
進
し
、
内
浦
半
島
へ
。
そ
の
付

け
根
に
位
置
す
る
の
が
関
西
電
力
高
浜
発
電
所

だ
。

　

美
浜
に
続
く
関
西
電
力
第
２
の
原
子
力
立
地

点
と
し
て
計
画
さ
れ
た
高
浜
発
電
所
は
、
第
１

次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
の
混
乱
が
続
く
１
９
７
４

年
11
月
１
号
機
が
運
転
を
開
始
。
以
来
約
10

年
間
に
２
〜
４
号
機
の
計
４
基
（
総
出
力

３
３
９
・
２
万
kW
）
が
建
設
さ
れ
、
関
西
地
域

の
電
力
需
要
を
担
う
重
要
な
電
源
と
な
っ
た
。

　

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
後

は
運
転
を
停
止
し
て
い
た
が
、
13
年
の
新
規
制

基
準
施
行
を
受
け
安
全
対
策
を
進
め
た
結
果
、

３
・
４
号
機
（
85
年
運
開
）
は
新
規
制
基
準
へ

の
適
合
を
認
め
ら
れ
、
地
元
の
理
解
も
得
た
上

で
、
17
年
に
運
転
を
再
開
し
た
。

40
年
以
降
の
運
転
を
め
ざ
し
て

　

一
方
、
運
転
開
始
か
ら
40
年
以
上
と
な
る

１
・
２
号
機
（
74
年
・
75
年
運
開
）
は
、「
40
年

以
降
の
運
転
」
に
向
け
た
、
安
全
性
向
上
対
策

工
事
の
真
っ
最
中
だ
。

　

12
年
の
法
改
正
に
よ
り
、
原
子
力
発
電
所
の

運
転
期
間
は
原
則
40
年
と
定
め
ら
れ
た
が
、
原

子
力
規
制
委
員
会
の
認
可
を
受
け
れ
ば
１
回
に

限
り
、
最
大
20
年
の
運
転
期
間
延
長
が
可
能

に
な
る
。
そ
の
前
提
と
し
て
義
務
づ
け
ら
れ

た
「
特
別
点
検
」
で
、
原
子
炉
容
器
や
原
子
炉

格
納
容
器
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
の
健
全
性

を
確
認
し
た
関
西
電
力
は
、
15
年
４
月
、
高
浜

１
・
２
号
機
の
運
転
期
間
延
長
を
申
請
。
翌
16

年
６
月
に
認
可
さ
れ
た
。

　

た
だ
再
稼
動
に
あ
た
っ
て
は
、
当
然
な
が
ら

新
規
制
基
準
へ
の
適
合
が
求
め
ら
れ
、
代
替
注

水
ポ
ン
プ
、
非
常
用
発
電
装
置
な
ど
、
種
々
の

新
設
備
の
導
入
が
必
須
と
な
る
。
そ
の
工
事
が

ま
さ
に
佳
境
を
迎
え
て
い
る
。
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工
事
で
配
管
を
隔
離
し
て
い
た
り
、
複
数
の
工

事
エ
リ
ア
が
重
な
っ
て
干
渉
し
あ
う
場
合
も
あ

る
。
作
業
工
程
の
調
整
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
精

度
が
求
め
ら
れ
、
こ
ま
め
に
情
報
収
集
・
発
信

を
行
い
、
発
電
所
全
体
で
円
滑
に
工
事
を
進
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
「
大
前
提
は
現
場
の
安
全
確
保
だ
」
と
石
村

は
作
業
長
と
し
て
協
力
会
社
と
密
に
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
な
が
ら
、
安
全
最
優
先
の

観
点
で
細
心
の
目
配
り
を
し
て
工
程
を
組
む
。

　

そ
し
て
「
何
よ
り
重
要
な
の
は
、
工
事
の
質

と
ス
ピ
ー
ド
を
両
立
さ
せ
る
こ
と
。
工
事
の
質

は
、
設
備
の
健
全
性
・
信
頼
性
を
高
め
る
こ
と

に
つ
な
が
り
、
こ
れ
は
安
全
に
直
結
し
ま
す
。

ま
た
、
工
事
の
ス
ピ
ー
ド
は
、
安
全
最
優
先
の

な
か
で
も
工
事
の
工
程
に
遅
れ
が
出
な
い
よ
う

判
断
し
対
応
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
は
早
期
再
稼

動
し
、
社
会
の
た
め
に
原
子
力
の
電
気
を
届
け

る
と
い
う
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
そ
の
た
め

に
、
私
自
身
、
作
業
長
と
し
て
『
的
確
な
対
応

と
素
早
い
判
断
』
を
心
が
け
て
い
ま
す
」

使
命
感
と
自
負
と
愛
着
と

　

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
か
ら
８
年
。

運
転
停
止
は
予
想
以
上
に
長
期
に
及
ん
だ
が
、

１
・
２
号
機
の
運
転
期
間
延
長
が
認
可
さ
れ
て

以
降
、
発
電
所
の
雰
囲
気
は
確
実
に
変
わ
っ
た

と
い
う
。

取材／高木美栄子　編集／田窪由美子

　
「
も
ち
ろ
ん
緊
張
感
は
あ
り
ま
す
が
、
全
体

的
に
明
る
く
な
り
ま
し
た
。
先
の
見
え
な
い
不

安
が
な
く
な
っ
た
こ
と
で
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が

上
が
っ
て
い
る
と
実
感
し
ま
す
」

　

笑
顔
を
見
せ
る
石
村
に
、
自
身
の
仕
事
の

や
り
甲
斐
に
つ
い
て
聞
く
と
、「
原
子
力
発
電

は
今
の
日
本
に
必
要
不
可
欠
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
。

我
々
は
今
、
高
浜
１
・
２
号
の
再
稼
動
と
３
・
４

号
の
安
全
・
安
定
運
転
を
目
標
に
業
務
に
邁
進

し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
が
電
力
の
安
定
供
給
に

つ
な
が
り
、
日
本
経
済
の
発
展
に
直
結
し
て
い

る
こ
と
に
強
い
使
命
感
と
自
負
を
感
じ
ま
す
」

と
胸
を
張
る
。

　

高
浜
１
号
機
は
20
年
５
月
、
２
号
機
は
21
年

１
月
の
工
事
完
了
を
予
定
。
再
稼
動
を
果
た
せ

ば
、
国
内
初
の
40
年
以
降
の
運
転
に
入
る
。

　
「
関
西
電
力
は
原
子
力
の
パ
イ
オ
ニ
ア
。
そ

の
プ
ラ
イ
ド
は
先
輩
方
か
ら
我
々
若
手
に
も
引

き
継
が
れ
て
い
ま
す
。
今
後
も
信
頼
性
の
向
上

に
努
め
、
他
電
力
か
ら
相
談
さ
れ
る
よ
う
な
存

在
に
な
り
た
い
」

　

そ
う
語
る
石
村
は
、
保
修
課
に
移
っ
て
以
来
、

従
来
以
上
に
プ
ラ
ン
ト
へ
の
愛
着
を
持
つ
よ
う

に
な
っ
た
と
い
う
。
自
分
が
担
当
し
た
設
備
に

「
こ
れ
か
ら
何
年
も
頑
張
れ
よ
」
と
声
を
か
け

る
こ
と
も
。
技
術
者
の
愛
情
と
プ
ラ
イ
ド
が
40

年
以
降
の
運
転
へ
の
大
き
な
原
動
力
だ
。

他課と調整し、スピードと質を両立させる
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